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全国高等専門学校ロボットコンテスト実行委員会 

FAQ 

アイデア対決・全国高等専門学校 

ロボットコンテスト 2016 

「ROBOCON 30th」お祝いロボット製作 
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 はじめに 

 
 
 

今回の「ROBOCON 30th」お祝いロボット製作は、ロボ

コン３０年をお祝いしようという目的で募集するものです。

決して、勝ち負けをあらそう競技ではありません。 

 

競技課題のような細かい制約はなく、みなさんの自由闊達

なアイデアが発揮されればそれに勝る事はありません。 

 

ぜひ、肩の力を抜いて、リラックスして、映像製作に臨ん

でいただければと思います。それではいただいた質問にお答

えします。 

 

 

※質問内容の、アイデアの露出となりうる部分については○○、●●などと伏せ字にしています。 

ご了承ください。 
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Q：ロゴのフォントは具体的に何でしょうか? 
A：ロゴの書体は Helvetica ですが、太さや文字幅を一部調整していますので公式ロゴデータを使用して

ください。 

 

Q：「アトム ザ・ビギニング」のＶＴＲでは、点描でロゴが描かれフォントデザインが変わっています。

レイアウトを崩すようなフォントサイズの変更が NG なのでしょうか。 

A：レイアウトを崩すようなフォントサイズの変更、縦横比の変更は避けてください。 

 

Q：ロゴのレイアウトとは文字を 3×4 の 12 個のマス目に見本と同様に配置することを指すのか? 

A：レイアウトについては、３行あるものを１行にしたり、縦横比を変更することを想定した禁止項目で

す。 
 
Q：ロボコン 30 周年企画のロボットなのですが、ロゴの他に何か記載することは可能ですか？ 
A：「お祝い」の範囲内でお願いします。 
 
 
 
Q：ロボット自体は移動せずマシンの中でロゴ制作が完結するようなロボットは、今回のお祝いロボット

の趣旨に反しますか？ 
A：ロゴの描き方は自由です。 
 
Q：ロゴを「描く」とありますが、描かれる対象物はマス目の中に薄いグレーで書かれたロゴを 
塗るといった行為に限定されるのでしょうか。例えば、○○で○○を使って ROBOCON 30th と書く 
ロボットがいたり、●●の上に●●で書くロボットが登場しても良いと思いますが、これらはロゴのレ

イアウトやフォントを変更しているとみなしてルールにそぐわないロボットとなりますでしょうか。 
A：ロゴの描き方は自由です。食べ物を粗末に扱わないようにしてください。 
 
Q：海外に行き、ロゴを描く用紙へロボットに●●を●●●て描くことは問題ありませんか？  
A：ロゴの描き方は自由ですが、武器の使用はやめてください。 
 
Q：文字を描くためにスプレー缶を使用して良いですか。 
A：ロゴの描き方は自由です。スプレもんの呪いに注意しつつ、安全に配慮してください。 
 
Q：ロゴを描くということですが、解釈によっては液晶モニターにロゴを表示するだけでも「描く」とい

うことになると考えられます、具体的に「描く」とはどのようなことでしょうか。 
A：ロゴの描き方は自由です。哲学的な質問にはお答えできません。 

 ロゴについて 

 「描く」とは 
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Q：一般応募で動画を投稿する場合、応募した動画がそのまま PR ムービーになるのでしょうか？それと

も応募動画はロボットの概要やロゴ制作を解説する内容のものですか？ 
A：応募した動画がそのままＰＲムービー作品となります。 
 
Q：高専生が一般向けから動画を応募することは可能ですか？ 
A：まず高専生向けの募集に提出してください。選に漏れた場合は、やぶさかではありません。 
 
Q：応募締め切りである 2017 年 3 月 21 日の、何時まで受付可能ですか? 
A：お察しください。 
 
 
 
 
Q：「非常停止装置」には、「コンセント接続でプラグを抜く事」は含まれますか？ 
A：安全に配慮して、お察しください。 
 
 
 
 
Q：ロボットは現実に存在している必要があるか？ 
A：自由です。現実に存在しているかどうかを確認する手段も持ちません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          以上 

 応募について 

 ロボットの実在性について 

安全について 


